
 

３．厚生年金の紙台帳記録が複数件存在し、かつ、それらが一致しないケースの取扱いについて 

 

 

（１）問題の所在 

厚年被保険者名簿については、名簿更新の必要が生じた際に、前の名簿に記載のある記録を新たな名簿にも重複して記

載する処理を行なってきた。その中には、同一時期の記録が複数の名簿に存在し、かつそれらの内容が一致しないケース

が存在する。 

その他、被保険者名簿と被保険者原票、被保険者名簿と旧台帳についても、同一時期の記録が存在することがあり、そ

の内容が一致しないケースが考えられる。 

 こうした事象が生じた原因としては、 

① 被保険者名簿に記載後、何らかの理由で変更処理を行ったが、直前の記載内容について訂正の捺印等の処理を行って

いない 

② 被保険者名簿の更新や転記の際に、誤った記録を記載してしまった 

 等の理由が考えられる。 

 

（２）対応方針 

事例に応じて、以下の対応を行う。 

① 同一紙台帳（被保険者名簿・原票、旧台帳）内に内容の一致しない記録が複数存在する場合には、訂正処理が行われ

たと考え、より新しい記録についてコンピュータ記録との突合せを行い、一致・丌一致を判断することを基本とする。 

② 更新された紙台帳と、更新前の紙台帳との間で一致しない記録が存在する場合には、以下の取扱いを基本とする。 

 

（ⅰ）更新された紙台帳の記録について、訂正処理が行われている場合 
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  更新された紙台帳の記録とコンピュータ記録との突合せを行う。 

（ⅱ）（ⅰ）以外の場合 

 一般的には、記録の転記ミスと考えられることから、更新前の紙台帳の記録とコンピュータ記録との突合せを行い、

一致・丌一致を判断する。 
 
また、被保険者名簿と被保険者原票との間で一致しない記録が存在する場合も、年金記録管理の経緯からすると、被保

険者名簿から被保険者原票に記録が更新されたものであるため、同様に取り扱う。 

 

③ 被保険者名簿と旧台帳の記載内容が異なる場合は、旧台帳が被保険者名簿を基に作成された経緯を踏まえ、被保険者

名簿とコンピュータ記録の突合せを行い、一致・丌一致を判断することを基本とする。 
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①同一紙台帳内に内容の一致しない記録が複数存在する場合
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②更新された紙台帳と、更新前の紙台帳との間で一致しない記録が存在する場合
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②更新された紙台帳と、更新前の紙台帳との間で一致しない記録が存在する場合
～更新された紙台帳の記録について訂正処理が行われている場合～
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